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コントローラー、スリッターは、本体から取り
外して別に運搬してください。運搬中に機械
が落下して破損する恐れがあります。機械本
体と脚部を同時運搬される際は、機械本体・
上下フレームのパチン錠、本体と脚のパチ
ン錠を必ず掛けてください。
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COATAX 継

P17・P29

継

継

継

継

継

壁紙材料の種類によっては、壁紙を機械にセットし
た状態で放置すると、気中の湿気により幅方向に
伸びるものがあります。
このような材料を、スリッター裁断後そのままの
状態で放置すると、湿気により壁紙が伸び、幅寸
法がスリッターの設定から変化するため、切断面
に段差が生じ美しい突き付け施工ができない場
合があります。このような場合、放置時間を抑える
など、予めご留意願います。

　　　　　　　　　　  テープキット“ラクッショ”
が脚部に干渉しないよう、適切な位置に移動させ
てください。

　　　　　　　　　　  テープキットが破損する
恐れがあります。

転させてください。（P16参照）

『COATAX 継』は、当社ルーアマイルド、ピュアラ
で6.5～7.5割希釈、アクアマイルドおよびアク
アノールで8.0～9.0割希釈の時、均一な糊付が
できるよう設計しております。糊の種類、粘性、使
用条件等によって、糊付き状態にバラツキが発生
します。レギュレーターに規定線まで水を入れ希
釈することで、弊社が標準に定める溶液が作れま
す。

回
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【COATAX 継　全体外観図】

400-919
408-003
400-702
400-920
409-712
404-988
408-604
408-605
400-263
400-264
400-921
400-922
408-606
408-607
400-053

本体カバーK
NEWテンションバー3
カットテープ取り付けキット　ラクッショ
テンションバーロックK
クロス芯棒
クロス側板W（蝶ネジ付き）
クロス受け摺動材（ネジ側）ブラック
クロス受け摺動材（ナット側）ブラック
クロス受けブラケット
ツマミ
キャスターK　ストッパー有　100Φ
キャスターK　ストッパー無　100Φ
脚キャップC（左前・右後）ブラック
脚キャップC（右前・左後）ブラック
パチン錠

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

⑬

1
1
1
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

使用個数 カタログ価格
￥4,890／個
￥2,560／本
￥3,650／個
￥100／個

￥5,050／本
￥850／個
￥340／個
￥340／個
￥5,150／個
￥1,600／個
￥580／個
￥520／個
￥430／個
￥430／個
￥1,480／個

①

②

③

④

⑤
⑥
⑦
⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬
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400-926
400-927
400-060
400-928
408-649
408-650
400-063
400-064
400-929
408-653
400-930
400-931
409-741
400-932
400-933
409-744
409-745
400-934
400-935
400-976
409-749
409-751
400-936
400-937

マルパイプステー1 K
マルパイプステー3 K
ドライブローラー LS
オサエローラー K
検尺ローラー
オサエローラーブッシュ
ヒンジ板（左）LS
ヒンジ板（右）LS
ドライブローラーブラケット K
ドライブローラーブッシュ
軸受板3 K
軸受カバー3 K
ドライブギヤ
取手 K
検尺ブラケット K
静電防止金具
静電防止金具用電線
軸受板4 K
軸受カバー4 K
センサーケーブル K
マグネットフィン1
パチン錠（本体）
ダンパーギヤ1
ドライブローラーバネ

1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1

409-724
400-055
400-923
400-924
400-057
400-925

糊上げギヤ
糊止めパッキンLS
糊上げローラーセットK ※1
糊上げブラケット（左）K
糊上げブラケット（右）LS
糊タンクセットK ※2（ノリオケ側板付）

1
1
1
1
1
1

⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲

⑳
㉑
㉒
㉓
㉔
㉕
㉖

㉗
㉘
㉙
㉚
㉛
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42※１　⑭、⑮を部品として含みます。

※２　⑰、⑱を部品として含みます。⑯は含まれません。 

使用個数 カタログ価格

使用個数 カタログ価格
￥420／個
￥170／個

￥16,480／本
￥80／個
￥240／個

￥18,220／個

￥5,670／本
￥6,430／本
￥7,400／本
￥9,560／本
￥22,600／本
￥260／個
￥1,160／個
￥1,160／個
￥110／個
￥260／個
￥3,050／個
￥290／個
￥320／個
￥460／個
￥220／個
￥910／個
￥60／個

￥2,770／個
￥290／個
￥6,280／個
￥3,620／個
￥520／個
￥190／個
￥950／個

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑
㉒

㉓
㉔

㉕

㉖
㉗
㉙

㉚
㉛

32

33
35

34

36

37

38
39

40

41

42

㉘
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◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

※1　400-959ツメステーK一式（45、52、 53を組み立てたものです）　￥3,960／セット
※2　400-644ドクターギヤ1, 2NNセット（61、62のセットです。単品では取り扱っておりませんのでご注意ください）　￥980／セット

400-938
408-659
400-939
400-071
400-940
400-941
409-758
400-942
400-943
400-944
400-945
400-473
409-769
409-770
409-771
400-075
400-946
400-947
409-775
400-076
400-643
400-642
408-678
409-779

409-780
409-781
400-079
409-783
409-784
409-785
409-786
404-840
400-948
400-949
400-950
400-083
400-951
409-792
400-952
408-612
408-613
400-645
400-646
409-797
409-798
400-913
409-799
400-953
400-954
409-777
400-576
400-577
400-318
400-955
400-956
400-957
400-958

定規ステー K
カッター定規
ツメステー K ※1
ナラシローラー LS
糊ローラー K
ドクターローラー K
オクリダシローラー
マルパイプステー2 K
ベースステー K
ツメステーブラケット（左） K
ツメステーブラケット（右） K
ツメF LG
糊厚調整ブラケット1
糊厚調整ブラケット2（左）
糊厚調整ブラケット2（右）
パチン錠フック
軸受板1 K
軸受カバー1 K
テンションギヤ1
糊付ギヤ1 LS
ドクターギヤ2 NN ※2
ドクターギヤ1 NN ※2
テンションギヤC
オクリダシギヤ

セクターギヤ（左）
セクターギヤ（右）
糊ローラーブッシュ LS
Oリング
糊付ギヤ2
オクリダシローラーブラケット（左）
オクリダシローラーブラケット（右）
E型止輪（呼び径8）
ガイドレール（左）K
ガイドレール（右）K
軸受板2 K
糊付ギヤ3 LS
軸受カバー2 K
PCB補強板
PCB止具 K
糊厚ツマミ　ブラック
糊厚調整レバー（ツマミ付き）ブラック
糊厚調整ギヤ（右）
糊厚調整ギヤ（左）
糊厚調整シール
センサー基盤取付キャップ
COATAX継 コントローラー
AC変換プラグアダプター
割り込みスイッチキャップ K
ストップスイッチキャップ K
ナラシギヤ
マルパイプステー補助台（右）QN
マルパイプステー補助台（左）QN
電源ケーブル
ダンパーホルダー
ロータリーダンパー
セクターギヤ保護ブッシュ
上蓋トーションバネ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
9
2
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
2
2
1
1
2
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

◯◯ ◯
◯ ◯

使用個数 カタログ価格

使用個数 カタログ価格

￥1,860／本
￥3,490／本
￥2,700／本
￥7,400／本
￥26,410／本
￥23,420／本
￥27,060／本
￥2,090／本
￥3,200／本
￥90／個
￥90／個
￥120／個
￥1,550／個
￥480／個
￥480／個
￥360／個
￥5,280／個
￥470／個
￥500／個
￥1,780／個

※2／個
※2／個

￥1,260／個
￥480／個

￥3,140／個
￥3,140／個
￥2,990／個
￥1,100／個
￥460／個
￥280／個
￥280／個
￥210／個
￥480／個
￥480／個
￥5,850／個
￥960／個
￥480／個
￥1,340／個
￥610／個
￥460／個
￥1,980／個
￥720／個
￥720／個
￥130／個
￥60／個

￥78,000／台
￥660／個
￥220／個
￥220／個
￥640／個
￥110／個
￥110／個

￥7,000／個
￥140／個
￥830／個
￥990／個
￥640／個

43

44
45

46

47
48

4950

53

54
55

56
57

58

59

60

61

62
63

64

65

66
67

68

69
70

71

72

73
74 75

76

77
78

80

79

81

82

83
84

85

38

86

87

88

52

89
91

90

51

92
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400-915
400-916
400-960
400-961
409-831
400-560
400-962
400-963
400-964
400-965
400-966
400-967

400-968
400-969
400-970
409-816
400-971
400-972
408-012
409-827
400-973
400-974
400-975
409-822
409-823

カッターボックスセット（左）K
カッターボックスセット（右）K
耳切ガイドセット（左）K
耳切ガイドセット（右）K
刃幅調整ツマミ
スライド固定具 Q
スリッターテンションバー K
スリッターテンションバーブラケット K
スリッターテンションバー軸
スリッターレール2 K
スリッターオサエローラー
スリッターオサエローラーブラケット

スリッターレール1 K
軸受板5 K
軸受カバー5 K
駆動軸ギヤ
スリッターテンションバーバネ（左）
スリッターテンションバーバネ（右）
駆動軸
E型止輪（呼び径6）
軸受板6 K
軸受カバー6 K
SSブラケット K
スケールプレート（左）
スケールプレート（右）

1
1
1
1
2
2
1
2
2
1
1
2

1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

スーパードライブスリッター
使用個数 カタログ価格

使用個数 カタログ価格

￥21,800／個
￥21,800／個
￥9,880／個
￥9,880／個
￥2,440／個
￥640／個
￥4,600／本
￥90／個
￥450／個
￥3,690／本
￥9,520／本
￥110／個

￥5,620／本
￥380／個
￥380／個
￥120／個
￥410／個
￥410／個

￥6,660／本
￥200／個
￥380／個
￥390／個
￥1,670／個
￥340／個
￥340／個

◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯

◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

93

97

100

101

106

99

108 109

96

95

110

111

112

113

107

94

105

98

102

104

103
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NEWテンションバーを第2図のように設置
してください。

ツマミ

ツマミ

クロス芯棒はスリッターに、NEWテンションバーは
脚部にそれぞれ収納できるようになっています。

ツマミ
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パチン錠（4ヶ所）で本体部と脚部を固定してく
ださい。

本体部、脚部をパチン錠（4ヶ所）で確実に固定してく
ださい。

パチン錠（4ヶ所）パチン錠（4ヶ所）パチン錠（4ヶ所）

キャスター（ストッパー付、２か所）キャスター（ストッパー付、２か所）キャスター（ストッパー付、２か所）

キャスター（ストッパーなし、２か所）キャスター（ストッパーなし、２か所）キャスター（ストッパーなし、２か所）
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4

ツマミツマミツマミ

クロス受けブラケットクロス受けブラケットクロス受けブラケット

クロス芯棒クロス芯棒クロス芯棒クロス側板クロス側板クロス側板
クロス厚反クロス厚反クロス厚反

NEWテンションバーNEWテンションバーNEWテンションバー

ツマミ

ツマミ

“ラクッショ”のスライドベースは、パチンと音がするま
でしっかりと押し込んでください。

“ラクッショ”のスライドベースの裏側に、位置合わせ用の
溝があります。（第12図参照）側板の位置調整の際は、ツ
マミについているツメを確実に位置合わせ溝へ合わせて
ください。

カットテープの芯の径に応じ、テープ芯を第11図のよ
うに付け替えてご利用いただけます。
テープ芯を取り外すには、40mm用の芯を25mm用
の芯から引き抜いた後、25mm用の芯を溝の上側に
持ち上げます。

①糊付機本体から糊タンクを外し、定規ステー
とベースステーとの間にカットテープ取り付
けキット“ラクッショ”のスライドベースをセッ
トします。（第10図参照）

②“ラクッショ”のテープ芯が側板の溝の下側に
セットされていることを確認し、ツマミを持っ
て側板2枚をスライドベースに挿入します。
（第11図、第12図参照）

③カットテープを2枚の側板の間に挟み込み、
テープ幅に応じて側板の位置を調節します。

第11図

第12図

第10図

① スライドベース
② テープ側板
③ テープ芯（40 mm）
④ テープ芯（25 mm）
⑤ 幅可変型テープガイド

1個
2枚
2個
2個
1個

＜カットテープ取り付けキット“ラクッショ”セット内容＞
① ②

③ ⑤④

位置合わせ溝：テープの幅に応じて使用箇所を変更

ツマミ挿入口

ツマミ

⬅⬅⬅➡➡➡
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“ラクッショ”のスライドベースは、パチンと音がするま
でしっかりと押し込んでください。

“ラクッショ”のスライドベースの裏側に、位置合わせ用の
溝があります。（第12図参照）側板の位置調整の際は、ツ
マミについているツメを確実に位置合わせ溝へ合わせて
ください。

カットテープの芯の径に応じ、テープ芯を第11図のよ
うに付け替えてご利用いただけます。
テープ芯を取り外すには、40mm用の芯を25mm用
の芯から引き抜いた後、25mm用の芯を溝の上側に
持ち上げます。

①糊付機本体から糊タンクを外し、定規ステー
とベースステーとの間にカットテープ取り付
けキット“ラクッショ”のスライドベースをセッ
トします。（第10図参照）

②“ラクッショ”のテープ芯が側板の溝の下側に
セットされていることを確認し、ツマミを持っ
て側板2枚をスライドベースに挿入します。
（第11図、第12図参照）

③カットテープを2枚の側板の間に挟み込み、
テープ幅に応じて側板の位置を調節します。

第11図

第12図

第10図

① スライドベース
② テープ側板
③ テープ芯（40 mm）
④ テープ芯（25 mm）
⑤ 幅可変型テープガイド

1個
2枚
2個
2個
1個

＜カットテープ取り付けキット“ラクッショ”セット内容＞
① ②

③ ⑤④

位置合わせ溝：テープの幅に応じて使用箇所を変更

ツマミ挿入口

ツマミ

⬅⬅⬅➡➡➡
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“ラクッショ”

第13図

④テープガイドを糊タンク前面の所定の
位置に上から差し込んでください。
（第13図参照）
④“ラクッショ”のスライドベースをテープ
ガイド正面の位置に移動させた後、上部の
隙間からテープを引き出し、ナラシロー
ラーに沿わせて巻き付けます。
（第13図参照）
⑤テープをAのように引き出し、テープガ
イドに収めます。（第13図参照）
⑥テープ幅に応じてテープガイドの幅を
調節したらセット完了です。

第14図

カットテープの巻きの向きは、時計回り・反時計回りのどちらで
もご利用いただけます。テープをベースの裏側に沿わせるよう
にしてセットしている場合で、糊付中にテープのツッパリなどが
生じる場合は、テープの巻きを反対向きにセットしなおすと、改
善される可能性があります。

ナラシローラーのカットテープ通過部分に糊が
付着している場合、必ず糊を拭き取ってからセッ
トしてください。糊が付着しているとカットテー
プがナラシローラーに巻き込んだり、カットテー
プがクロスにダブついて付いたり曲がって付く
場合があります。

テープの種類によっては、直径が18cm
を上回るために、糊付機に取り付けたまま
脚を折りたたもうとすると、どのようにセッ
トしても地面と接触するものがあります。
未使用に近い下敷きテープや、ひと巻き
が長いカットテープなど、巻きが大きい
テープをご利用の際は、折りたたむときに
巻きの大きさに注意し、地面との接触が避
けられない場合はテープをキットから取り
外してください。

テープの巻きを回転させる際は、なるべく側板を持って動かすようにし
てください。

テープ芯の位置を側板の溝の上側に移動させる場合は、ベースが糊付
機から外れないように押さえながら、テープを上に押しあげてください。

車に搬入する際にテープと車体が接触すると、スライドベースが外れる
恐れがあります。

カットテープとテープ側板との間にすき間がある
と蛇行する恐れがあります。すき間の無いように
セットし固定してください。

本製品では、テープの巻きが十分に小さい場合、テープを糊付機から取
り外さずに脚をたたみ、運搬することができます。
（巻きの大きさの目安：直径18 cm以下）
折りたたみの際は、テープが折りたたんだ脚に接触しない位置へキット
をスライドさせてください。
・テープ径が約14cm以上の場合は、テープの巻きを90度回転させて
横向きにしてください（第14図）。
 この状態でも地面と接触する場合は、テープ芯の位置を側板の溝の上
側に移動させてください。
・テープ径が約14cmより小さければ、縦向きのままで折りたたむこと
が可能です。

テープの芯が変形したり、潰れたりしているものは正常にセット
できない場合があるため、使用を避けてください。

＜運搬時の取り扱いについて＞
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第15図

第16図
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カッターボックス内のAのラインがスリッター
の刃の位置を示しています。Aのラインをス
ケールプレートの所要寸法位置にあわせ、A
のラインが左右のスケールプレートで同じ値
にあることを確認して刃幅調整ツマミを締め
てください。（第18図参照）

壁紙の種類によっては、オサエローラーやドライブロー 
ラーの溝が壁紙の表装面を押さえる為に異音が発生する
事がありますが、異常ではありません。

カッターユニットは、壁紙裁断時に出る切りくずやほこりが
排出しやすい構造になっていますが、万一カッターボック
ス内に切りくず等が蓄積した場合、切れ味が悪くなります。
その場合、竹串等で内部部品を傷めないよう慎重に取り
除いてください。その際、必ずコントローラーの電源を
切ってください。また、カッターボックスは分解しないでく
ださい。

第18図

第17図
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NEW テンションバーを脚部にセットしま
す（P11第2図参照）。
スリッターテンションバーを奥側に倒して
おきます（第19図参照）。

クロスを引き上げ、NEW テンションバー
に通します。さらに、スリッターテンショ
ンバーとローラーとの間に通し、カッター
ボックスにくぐらせ、本体部までもって
いき、運転を停止させます。カッターボッ
クスにクロスを通すときは、原反を足で
押さえ、クロスが張った状態で通してく
ださい（P20第２１図参照）。

原反を足で押さえながらクロスを手で引
き、クロスが張った状態で上部フレーム
を閉じます。パチン錠を２カ所を締めて
確実にロックさせます。

スリッターテンションバーを手前側に倒
します（第20図）。

スリッターテンションバーを手前側に倒す際は、片手でス
リッターを支えながら行ってください。急激に行いますとス
リッターが本体から外れる場合があります。また運搬時、強
い衝撃や揺れでスリッターが本体から外れる場合がありま
すので、ご注意ください。

一般的にNEWテンションバーを使用すると壁紙の蛇行がな
くなり、スリッターでまっすぐ裁断できます。しかし、壁紙の種
類によっては、重い材料や材料強度の弱いものがあり、NEW
テンションバーをかけることにより壁紙が上らなかったり、あ
るいは壁紙やNEWテンションバー等を傷める場合がありま
す。このような場合、予め試験使用し、状態によってはNEWテ
ンションバーの使用を避けてください。

第19図（スリッターテンションバー解除状態） 第20図（スリッターテンションバー使用状態）
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引き出したクロスをしばらく静置し素早く裁断すると
クロスの左右端の長さを揃えやすくなります。

片付けの際に便利です。

第22図

第22図

第21図（壁紙をセットした状態）

参考１図 参考2図

『COATAX　継』には、カウント検知基盤（P.30参照）を上
部フレームの衝撃から保護するための緩衝機構が搭載され
ています。（参考1図および参考2図参照）
これらの部品が摩耗するなどし、交換を希望される場合は、
当社営業所までお問い合わせください。

　　 耳裁ちしない場合はスリッターを取り外してください。

クロス原反の位置、スリッターのカッターのカッター位置を
左右同じにセットします。カッターボックスにクロスを通す時
は原反を足で押さえクロスを貼った状態で通してください。
上部フレームを閉じる時も同様に原反を足で押さえクロス
を手で引き、張った状態で閉じて機械にセットしてください。

ロータリーダンパー
（400-956）

上蓋トーションバネ
（400-958）

21

（コントローラを初期化します）

ストップスイッチ
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（コントローラを初期化します）

ストップスイッチ
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詳細

ﾄｰﾀﾙ
補正

残量

履歴

寸動寸動寸動寸動

スタートスタートスタートスタート

コントローラを初期化するとき
に使用します。
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詳細

ﾄｰﾀﾙ
補正

残量

履歴

寸動寸動寸動寸動

スタートスタートスタートスタート

コントローラを初期化するとき
に使用します。

詳細

ﾄｰﾀﾙ
補正

残量

履歴

寸動寸動寸動寸動

スタートスタートスタートスタート

　　　　　　　　　　　　　「枚
数」の表示が「カウント」に切り替わ
ります。

糊付量の値をリセットしないまま糊付設定に新しい値を入力してスタートする
と、前回の糊付量表示値からスタートしますので、糊付設定値よりも長さが短
くなります。
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詳細

ﾄｰﾀﾙ
補正

残量

履歴

直近に実行した糊付の内容と、実行してからの経過時刻を表示します。

この画面の例では、長さ 150 cm を３枚
糊付けしたことを表します。

この画面の例では３２分前
に糊付けしたことを表しま
す。

また、TIME表示欄で示される経過時間は99分までです。
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詳細

ﾄｰﾀﾙ
補正

残量

履歴

直近に実行した糊付の内容と、実行してからの経過時刻を表示します。

この画面の例では、長さ 150 cm を３枚
糊付けしたことを表します。

この画面の例では３２分前
に糊付けしたことを表しま
す。

また、TIME表示欄で示される経過時間は99分までです。

詳細

ﾄｰﾀﾙ
補正

残量

履歴

詳細

ﾄｰﾀﾙ
補正

残量

履歴

任意の長さの壁紙を糊付けし終えた際に、警報音でお知らせする機能です。
糊の補給や、壁紙残量の確認を行う際の目安としてご利用いただけます。

残量値が0になり警報音が鳴った後は、残量設定機能の解除、

クリア

目盛りが0本になると、数値での
表示に切り替わります。

残量機能の使用中に残量設定画面を開くと、
画面最下部に残りの長さが数値で表示され
ます（上図参照）。
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7
糊付け作業終了後は

以下のようにして

第23図

第23図

第24図

第25図

詳細

ﾄｰﾀﾙ
補正

残量

履歴

起動時、電圧が７０V以下もしくは130V以上の場
合、左記エラー表示が点灯し、コントローラーは動作
しません。適正な電圧で作業してください。
動作中に電圧低下があった場合は、エラー表示しま
すが、動作はします。
電圧が復旧するとエラー表示は消えます。（ただし、
スピードが遅くなる等の症状が出る場合があります）

ギヤ・ローラー等に噛み込みや巻き込み等があり、コ
ントローラーのモーターに過負荷がかかった場合、
左記エラー表示を点灯し、コントローラーを停止しま
す。原因を取り除き再度作業してください。

糊付け運転中、上部フレームのパチン錠が閉められ
ていない場合やコントローラーが本体に正しくセット
されていない場合、あるいはセンサー部分に異常が
あった場合に左記エラー表示が点灯します。
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第24図 第25図

第26図

第26図

糊タンク

糊上げローラー

第24図 第2

糊タンク

糊上げローラー
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第24図 第25図

第26図

第26図

糊タンク

糊上げローラー

第24図 第2

糊タンク

糊上げローラー 8

第27図

第27図

第27図

本機の調整・点検に当たりましては、付属の六角レンチ、糊厚調整工具の他に、ドライ
バー（＋）やボックスレンチ（10mm）等が必要ですので、事前に市販の工具を準備して
下さい。

左右の糊付状態を確認する時は、必ず上部フレームを
閉めてください。
上部フレームが開いていると、実際の糊付状態と異な
る場合があります。
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2.検尺ローラーのピンチ圧調整

3. カウント検知基盤の反転

第29図

第30図

カウント検知基盤には“リードスイッチ”が2か所あります。精密部品で
すので、作業中はリードスイッチに衝撃を加えないよう注意してくださ
い。（第30図参照）

カウント検知基盤とは、糊付の際に、引き出した壁紙の長さの検知を担っている部品です。
正しくセットアップした状態でコントローラがセンサー読み込み異常（P.26）を発する場合は、下
記の手順に従い検知基盤を反転させることで、改善
する場合があります。

［手順］
①本体の上部フレームを持ち上げ、コントローラ側の
軸受カバーの皿ビス3本を外します。（第29図参照）
②軸受カバーが外れ、内蔵されたカウント検知基盤が
確認できるようになります。基盤を固定している、ナ
ベビス2本を外します。その後、基盤を矢印の向きに
180°反転させます。（第30図参照）
③基盤の穴のうち、使用していなかった2か所に外し
たナベビスを合わせ、基盤を同じ位置になるように付
け直します。
④軸受カバーを再度取り付けます。

マグネットフィン リードスイッチ

第28図

第28図
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第28図

第28図

左右の軸受カバーを固定しているビス各2
個を（＋）ドライバーで緩めて軸受カバーを
外します。駆動軸ギヤが見える側は駆動軸
端部の駆動軸ギヤを固定している六角穴付
止メネジを六角レンチ（2.5㎜）で緩めて取り
外します。
（反対側は、この作業は不要です）

9

第31図

第32図

（第31図参照）

（第32図参照）

スリッターの刃物は、３分間程度空回ししますと切れ味
がよくなる場合があります。なお、空回しを行う際は研
磨材に差油してから行い、終了時に拭き取るようにして
ください。
差油せずに行うと、異音が発生する場合があります。
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枚数を1枚以上に
設定している

入力電圧異常の表示
は出ていない
（P.26参照）

過負荷異常の表示

コントローラーを
初期化（P.21参
照）しても症状が
変わらない場合、

は
出ていない
（P.26参照）

STOPスイッチは下
がったままになってい
ない

コントローラーを
初期化（P.21参
照）しても症状が
変わらない場合、

故障かな？と思ったら

カットテープとナラシ
ローラーの接触面に
糊は付着していない

テープの通し方は正
しい

ナラシロー
ラーを洗浄
する

本 書 1 5 、
16Pを参考
に正しくセッ
トする

カットテープとテープ
ガイドの位置関係は
正しいか

テープもしく
はテープガ
イドの位置
を移動させ
合わせる

「ラクッショ」の側板を
正しい位置にセットし
ているか

「ラクッショ」
の側板の位
置を修正す
る（P.15参
照）

テープ自体に蛇行は
ないか

テープを蛇
行のないも
のに変える

テープの巻きの向き
を反対にしても改善
しない
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枚数を1枚以上に
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する

本 書 1 5 、
16Pを参考
に正しくセッ
トする

カットテープとテープ
ガイドの位置関係は
正しいか

テープもしく
はテープガ
イドの位置
を移動させ
合わせる

「ラクッショ」の側板を
正しい位置にセットし
ているか

「ラクッショ」
の側板の位
置を修正す
る（P.15参
照）

テープ自体に蛇行は
ないか

テープを蛇
行のないも
のに変える

テープの巻きの向き
を反対にしても改善
しない

クロスや原反は機械の中央に
真っ直ぐにセットされ、偏ったり
斜めになったりしていない

クロスをまっすぐに
セットし直す、クロ
スの原反を機械の
中央にセットし直す

左右のクロス受けブラ
ケットはずれていない

オクリダシローラー、
検尺ローラーは変形、
摩耗していない

（P30参照）

（P26参照）

本体のセンサーケー
ブル（基盤部）に糊や
水は付いていない

本体のカウント検知基
盤の反転を実施した

P.30の3に
従い検知基
盤を反転さ
せる

コントローラーを
初期化（P.21参
照）しても症状が
変わらない場合、
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316－524　PEカバーシート（3枚入）

550 405－806　クロス受け板
404－990　アルミ製クロス受け板

400－917
カッターボックスセット（左）K・リサイクル
400－918
カッターボックスセット（右）K・リサイクル

408－642
408－643

QN

※棚付機械の本体を覆うPEカバーシート
　です。

100

φ75mmキャスター（ストッパー有）
φ75mmキャスター（ストッパー無）

02
カットテープ取り付けキット“ラクッショ”
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24.8kg（本体部17.6kg　脚部7.2kg）
全幅　1,180mm（コントローラ装着時　1,283mm）
奥行　   400mm（本体部　255mm）
全高　   850mm（脚折り畳み時　423mm）
1,010mm
約12.5kg

3.0kg
全幅　1,160mm
奥行　　115mm
全高　　130mm
760～ 970mm

2.9kg
AC100V　50Hz/60Hz
33W (最大180W) 
220W
3～20m/分
0～40°C

質　　量

質　　量

質　　量
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（21.07）




